
規

則

福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
民
の
日
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
、
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
建
築
基
準
法

施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号

福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
旅
費
取
扱
規
則(

昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
六
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
福
島
市
の
部
１
の
項
中｢35｣

を｢38｣

に
改
め
、
同
部
11
の
項
中｢荒

井
の
｣

を｢荒
井
､
荒
井
北
一
丁
目
､
荒
井
北
二
丁
目
及
び
荒
井
北
三
丁
目
の
｣

に
改
め
、
同
部
17
の
項
中｢上

名
倉

の
｣

を｢さ
く
ら
一
丁
目
､
さ
く
ら
二
丁
目
及
び
さ
く
ら
三
丁
目
の
区
域
､
上
名
倉
の
｣

に
、｢及

び
佐
倉
下
｣

を｢､
佐
倉
下
｣

に
改
め
、
同
部
18
の
項
中｢及

び
佐
原
｣

を｢､
佐
原
｣

に
改
め
、
同
部

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

36
伊
達
飯
野
飯
野
町
飯
野
及
び
飯
野
町
明
治
の
区
域

飯
野
小
学
校

37
伊
達
大
久
保
飯
野
町
大
久
保
の
区
域

大
久
保
小
学
校

38
青

木
飯
野
町
青
木
の
区
域

青
木
小
学
校

別
表
第
一
会
津
若
松
市
の
部
１
の
項
中｢８

｣

を｢13｣

に
改
め
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

９
川

南
北
会
津
町
上
米
塚
､
北
会
津
町
新
在
家
､
北
会
津
会
津
南
部
ほ
場
整
備

町
松
野
､
北
会
津
町
両
堂
､
北
会
津
町
小
松
､
北
事
務
所

会
津
町
東
小
松
､
北
会
津
町
古
館
､
北
会
津
町
下

野
､
北
会
津
町
金
屋
､
北
会
津
町
西
後
庵
､
北
会

津
町
古
麻
生
､
北
会
津
町
西
麻
生
､
北
会
津
町
麻

生
新
田
､
北
会
津
町
天
満
､
北
会
津
町
大
島
､
北

会
津
町
北
後
庵
､
北
会
津
町
柏
原
､
北
会
津
町
下

米
塚
及
び
北
会
津
町
三
本
松
の
区
域

10
荒

舘
北
会
津
町
下
荒
井
､
北
会
津
町
白
山
､
北
会
津
町
荒
舘
小
学
校

和
泉
､
北
会
津
町
宮
ノ
下
､
北
会
津
町
舘
､
北
会

津
町
出
尻
､
北
会
津
町
田
村
山
､
北
会
津
町
安
良

田
､
北
会
津
町
中
里
､
北
会
津
町
石
原
､
北
会
津

町
真
宮
､
真
宮
新
町
北
､
真
宮
新
町
南
､
北
会
津

町
蟹
川
､
北
会
津
町
中
荒
井
､
北
会
津
町
二
日
町
､

北
会
津
町
東
麻
生
､
北
会
津
町
ほ
た
る
の
森
､
北

会
津
町
今
和
泉
､
北
会
津
町
寺
堀
､
北
会
津
町
宮

袋
､
北
会
津
町
本
田
､
北
会
津
町
十
二
所
及
び
北

会
津
町
鷺
林
の
区
域

11
日

橋
河
東
町
広
田
､
河
東
町
倉
橋
､
河
東
町
金
田
､
河
旧
河
東
第
一
小
学
校

東
町
東
長
原
､
河
東
町
浅
山
及
び
河
東
町
南
高
野

の
区
域

12
八

田
河
東
町
八
田
の
区
域

旧
河
東
第
二
小
学
校

13
河
沼
堂
島
河
東
町
郡
山
､
河
東
町
代
田
､
河
東
町
谷
沢
､
河
旧
河
東
第
三
小
学
校

東
町
岡
田
､
河
東
町
大
田
原
､
河
東
町
広
野
､
河

東
町
熊
野
堂
及
び
河
東
町
福
島
の
区
域
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翌
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次
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施
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○
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築
基
準
法
施
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部
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す
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訓

令
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職
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職
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格
付
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関
す
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規
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訓
令

一
二

○
福
島
県
職
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令

一
三

○
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又
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任
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す
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規
程
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部
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す
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令
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○
職
員
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対
す
る
被
服
の
支
給
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規
程
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一
部
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改
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す
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訓
令

一
四

○
福
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令

一
六



別
表
第
一
郡
山
市
の
部
３
の
項
中｢郡

山
高
等
技
術
専
門
校
｣

を｢テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
｣

に

改
め
、
同
表
白
河
市
の
部
１
の
項
中｢７

｣

を｢13｣

に
改
め
、
同
部
２
の
項
中｢大

字
久
田
野
､
大

字
本
沼
､
大
字
大
和
田
及
び
大
字
大
｣

を｢久
田
野
､
本
沼
､
大
和
田
及
び
大
｣

に
改
め
、
同
部
４
の

項
中｢大

字
小
田
川
､
大
字
泉
田
､
大
字
萱
根
及
び
大
字
豊
地
｣

を｢小
田
川
､
泉
田
､
萱
根
及
び
豊

地
｣

に
改
め
、
同
部
５
の
項
中｢大

字
借
宿
､
大
字
田
島
､
大
字
舟
田
､
大
字
板
橋
及
び
大
字
双
石
｣

を｢借
宿
､
田
島
､
舟
田
､
板
橋
及
び
双
石
｣

に
改
め
、
同
部
６
の
項
中｢大

字
旗
宿
｣

を｢旗
宿
｣

に
改
め
、
同
部
７
の
項
中｢大

字
関
辺
｣

を｢関
辺
｣

に
改
め
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
表

郷
表
郷
の
区
域

白
河
市
表
郷
庁
舎

９
小
野
田
東
上
野
出
島
及
び
東
下
野
出
島
の
区
域

小
野
田
小
学
校

10
釜

子
東
釜
子
､
東
蕪
内
､
東
深
仁
井
田
､
東
栃
本
､
東
釜
子
小
学
校

形
見
､
東
千
田
及
び
東
工
業
団
地
の
区
域

11
大

屋
大
信
下
小
屋
及
び
大
信
隈
戸
の
区
域

大
屋
小
学
校

12
信

夫
大
信
町
屋
､
大
信
上
新
城
､
大
信
中
新
城
､
大
信
信
夫
第
一
小
学
校

下
新
城
､
大
信
田
園
町
府
及
び
大
信
堰
ノ
上
の
区

域

13
増

見
大
信
増
見
及
び
大
信
豊
地
の
区
域

信
夫
第
二
小
学
校

別
表
第
一
原
町
市
の
部
を
削
り
、
同
表
須
賀
川
市
の
部
１
の
項
中｢大

字
狸
森
｣

を｢狸
森
｣

に
、

｢10｣

を｢15｣

に
改
め
、
同
部
２
の
項
中｢大

字
松
塚
､
大
字
稲
､
大
字
岩
渕
､
大
字
泉
田
及
び
大

字
保
土
原
｣

を｢松
塚
､
稲
､
岩
渕
､
泉
田
及
び
保
土
原
｣

に
改
め
、
同
部
３
の
項
中｢大

字
西
川
､

大
字
森
宿
｣

を｢西
川
､
森
宿
｣

に
、｢及

び
西
の
内
町
｣

を｢､
西
の
内
町
及
び
下
宿
町
｣

に
改
め
、

同
部
４
の
項
中｢大

字
袋
田
､
大
字
越
久
及
び
大
字
大
桑
原
｣

を｢袋
田
､
越
久
及
び
大
桑
原
｣

に
改

め
、
同
部
５
の
項
中｢大
字
塩
田
｣

を｢塩
田
｣

に
改
め
、
同
部
６
の
項
中｢大

字
仁
井
田
､
大
字
舘

ヶ
岡
｣

を｢仁
井
田
､
舘
ヶ
岡
｣

に
改
め
、
同
部
７
の
項
中｢大

字
滑
川
｣

を｢滑
川
｣

に
改
め
、
同

部
８
の
項
中｢大
字
小
倉
､
大
字
塩
田
及
び
大
字
上
小
山
田
｣

を｢小
倉
､
塩
田
及
び
小
山
田
｣

に
改

め
、
同
部
９
の
項
中｢大

字
上
小
山
田
及
び
大
字
小
倉
｣

を｢上
小
山
田
及
び
小
倉
｣

に
改
め
、
同
部

10
の
項
中｢大
字
雨
田
､
大
字
大
栗
､
大
字
小
作
田
､
大
字
市
野
関
､
大
字
日
照
田
､
大
字
下
小
山
田

及
び
大
字
田
中
｣

を｢雨
田
､
大
栗
､
小
作
田
､
市
野
関
､
日
照
田
､
下
小
山
田
及
び
田
中
｣

に
改
め
、

同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11
長

沼
長
沼
､
志
茂
､
小
中
及
び
江
花
の
区
域
並
び
に
滝
長
沼
高
等
学
校

の
区
域
の
う
ち
15の
地
域
に
含
ま
れ
る
区
域
以
外

の
区
域

12
勢
至
堂
勢
至
堂
の
区
域

旧
長
沼
小
学
校
勢
至

堂
分
校

13
桙

衝
桙
衝
､
矢
田
野
､
木
之
崎
､
堀
込
､
横
田
及
び
花
長
沼
東
小
学
校

の
里
の
区
域

14
白

江
北
横
田
､
矢
沢
､
畑
田
､
深
渡
戸
及
び
大
久
保
の
白
江
小
学
校

区
域

15
白

方
今
泉
､
柱
田
､
梅
田
及
び
守
屋
の
区
域
並
び
に
滝
白
方
小
学
校

の
区
域
の
う
ち
字
八
幡
前
､
字
八
幡
後
､
字
滝
原
､

字
屋
敷
東
､
字
清
水
尻
､
字
八
升
蒔
､
字
殿
曲
輪
､

字
北
田
､
字
馬
重
山
､
字
林
ノ
越
山
､
字
馬
場
窪
､

字
深
沢
､
字
重
兵
エ
山
､
字
炭
焼
､
字
不
動
山
､

字
額
取
山
､
字
向
田
山
､
字
赤
土
山
､
字
石
蔵
､

字
大
隅
､
字
大
徳
防
､
字
戸
渡
､
字
三
ツ
森
及
び

字
元
地
の
区
域

別
表
第
一
須
賀
川
市
玉
川
村
の
部
１
の
項
中｢大

字
狸
森
｣

を｢狸
森
｣

に
改
め
、
同
表
喜
多
方
市

の
部
１
の
項
中｢７

｣

を｢20｣

に
改
め
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
熱

塩
熱
塩
加
納
町
山
田
､
熱
塩
加
納
町
熱
塩
及
び
熱
塩
大
峠
道
路
管
理
所

加
納
町
相
田
の
区
域

９
加

納
熱
塩
加
納
町
加
納
､
熱
塩
加
納
町
米
岡
及
び
熱
塩
加
納
小
学
校

加
納
町
宮
川
の
区
域

10
塩

川
塩
川
町
の
う
ち
11か
ら
13ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
会
津
高
等
技
術
専
門

る
区
域
以
外
の
区
域

校

11
耶
麻
堂
島
塩
川
町
天
沼
､
塩
川
町
吉
沖
､
塩
川
町
四
奈
川
､
堂
島
小
学
校

塩
川
町
大
田
木
及
び
塩
川
町
会
知
の
区
域

12
姥

堂
塩
川
町
小
府
根
､
塩
川
町
新
江
木
､
塩
川
町
三
吉
､
姥
堂
小
学
校

塩
川
町
新
井
田
谷
地
及
び
塩
川
町
源
太
屋
敷
の
区

域
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13
駒

形
塩
川
町
常
世
､
塩
川
町
五
合
､
塩
川
町
中
屋
沢
､
駒
形
小
学
校

塩
川
町
金
橋
及
び
塩
川
町
窪
の
区
域

14
山

都
山
都
町
の
う
ち
15か
ら
17ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
耶
麻
農
業
高
等
学
校

る
区
域
以
外
の
区
域

15
蓬

�
山
都
町
蓬
�
の
区
域

山
都
第
一
小
学
校
第

三
分
校

16
相

川
山
都
町
相
川
及
び
山
都
町
朝
倉
の
区
域

山
都
第
二
小
学
校

17
一
ノ
木
山
都
町
早
稲
谷
及
び
山
都
町
一
ノ
木
の
区
域

山
都
第
三
小
学
校

18
山

郷
高
郷
町
上
郷
の
区
域
の
う
ち
深
山
川
以
南
の
区
域
高
郷
小
学
校

及
び
高
郷
町
揚
津
の
区
域

19
高
郷
大
谷
高
郷
町
上
郷
の
区
域
の
う
ち
深
山
川
以
北
の
区
域
旧
高
郷
第
三
小
学
校

及
び
高
郷
町
磐
見
の
区
域

20
河
沼
新
郷
高
郷
町
西
羽
賀
､
高
郷
町
夏
井
､
高
郷
町
川
井
､
旧
高
郷
第
一
小
学
校

高
郷
町
塩
坪
､
高
郷
町
池
ノ
原
､
高
郷
町
峰
及
び

高
郷
町
大
田
賀
の
区
域

別
表
第
一
二
本
松
市
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
油

井
油
井
及
び
智
恵
子
の
森
の
区
域

油
井
小
学
校

９
渋

川
渋
川
､
吉
倉
及
び
米
沢
の
区
域

旧
安
達
用
水
改
良
事

務
所

10
上
川
崎
上
川
崎
､
小
沢
及
び
下
川
崎
の
区
域

上
川
崎
小
学
校

11
小

浜
小
浜
､
西
勝
田
､
初
森
､
成
田
及
び
上
長
折
の
区
小
浜
小
学
校

域

12
下
長
折
下
長
折
及
び
長
折
の
区
域

安
達
東
高
等
学
校

13
西
新
殿
西
新
殿
､
東
新
殿
､
杉
沢
及
び
上
太
田
の
区
域

新
殿
小
学
校

14
百
目
木
百
目
木
及
び
茂
原
の
区
域

旧
百
目
木
小
学
校

15
旭
田
沢
田
沢
の
区
域

旧
田
沢
小
学
校

16
北
戸
沢
戸
沢
の
区
域
の
う
ち
17の
地
域
に
含
ま
れ
る
区
域
北
戸
沢
小
学
校

以
外
の
区
域

17
南
戸
沢
戸
沢
の
区
域
の
う
ち
字
西
高
野
地
内
の
452.1メ

ー
南
戸
沢
小
学
校

ト
ル
の
三
角
点
と
麓
山
三
角
点
(897.1メ

ー
ト

ル
)を
結
ぶ
線
以
南
の
区
域

18
針

道
針
道
の
区
域

針
道
小
学
校

19
木

幡
木
幡
の
区
域

木
幡
第
一
小
学
校

20
安
達
太
田
太
田
の
区
域
の
う
ち
陣
場
山
三
角
点
(357.1メ

ー
下
太
田
小
学
校

ト
ル
)
と
字
上
小
田
地
内
の
404メ

ー
ト
ル
の
三

角
点
を
結
ぶ
線
以
北
の
区
域

21
寺

坂
太
田
の
区
域
の
う
ち
陣
場
山
三
角
点
(357.1メ

ー
上
太
田
小
学
校

ト
ル
)
と
字
上
小
田
地
内
の
404メ

ー
ト
ル
の
三

角
点
を
結
ぶ
線
以
南
の
区
域

別
表
第
一
二
本
松
市
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

田
村
市
１
滝

根
滝
根
町
神
俣
の
区
域

滝
根
小
学
校

２
田
村
広
瀬
滝
根
町
広
瀬
の
区
域

広
瀬
小
学
校

３
菅

谷
滝
根
町
菅
谷
の
区
域

菅
谷
小
学
校

４
上
大
越
大
越
町
上
大
越
及
び
大
越
町
早
稲
上
大
越
小
学
校

川
の
区
域

５
下
大
越
大
越
町
下
大
越
の
区
域

下
大
越
小
学
校

６
牧

野
大
越
町
牧
野
及
び
大
越
町
栗
出
の
牧
野
小
学
校

区
域
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７
古

道
都
路
町
古
道
の
区
域
の
う
ち
８
の
古
道
小
学
校

地
域
に
含
ま
れ
る
区
域
以
外
の
区

域

８
田
村
大
久
保
都
路
町
古
道
の
区
域
の
う
ち
三
郡
旧
大
久
保
小
学
校

森
山
頂
(676メ

ー
ト
ル
)
､
字

馬
場
平
地
内
の
606.2メ

ー
ト
ル
の

三
角
点
､
字
産
場
地
内
の
787.5

メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
及
び
字
柏
保

地
内
の
799.3メ

ー
ト
ル
の
三
角
点

を
結
ぶ
線
以
南
の
区
域

９
岩
井
沢
都
路
町
岩
井
沢
の
区
域

岩
井
沢
小
学
校

10
常

葉
常
葉
町
常
葉
､
常
葉
町
新
田
作
及
常
葉
小
学
校

び
常
葉
町
久
保
の
区
域

11
西

向
常
葉
町
西
向
及
び
常
葉
町
鹿
山
の
西
向
小
学
校

区
域

12
山

根
常
葉
町
山
根
の
区
域

山
根
小
学
校

13
関

本
常
葉
町
関
本
､
常
葉
町
小
桧
山
､
関
本
小
学
校

常
葉
町
早
稲
川
及
び
常
葉
町
堀
田

の
区
域

14
船

引
船
引
町
船
引
及
び
船
引
町
東
部
台
船
引
高
等
学
校

の
区
域

15
今

泉
船
引
町
今
泉
の
区
域

旧
今
泉
小
学
校

16
美

山
船
引
町
北
鹿
又
及
び
船
引
町
長
外
美
山
小
学
校

路
の
区
域

17
芦

沢
船
引
町
芦
沢
及
び
船
引
町
光
陽
台
芦
沢
小
学
校

の
区
域

18
移

船
引
町
上
移
､
船
引
町
北
移
及
び
緑
小
学
校

船
引
町
南
移
の
区
域

19
移
中
山
船
引
町
中
山
及
び
船
引
町
横
道
の
旧
中
山
小
学
校

区
域

20
瀬

川
船
引
町
新
舘
､
船
引
町
大
倉
､
船
瀬
川
小
学
校

引
町
石
沢
及
び
船
引
町
門
鹿
の
区

域

21
文

珠
船
引
町
文
珠
及
び
船
引
町
石
森
の
石
森
小
学
校

区
域

22
春

山
船
引
町
春
山
の
区
域

春
山
小
学
校

23
門

沢
船
引
町
門
沢
の
区
域

旧
門
沢
小
学
校

24
堀

越
船
引
町
堀
越
及
び
船
引
町
遠
山
沢
旧
堀
越
小
学
校

25
椚

山
船
引
町
椚
山
及
び
船
引
町
永
谷
の
旧
椚
山
小
学
校

区
域

田
村
市
１
要

田
田
村
市
船
引
町
荒
和
田
､
船
引
町
要
田
小
学
校

三
春
町

笹
山
､
船
引
町
要
田
及
び
船
引
町

成
田
の
区
域
並
び
に
三
春
町
大
字

庄
司
､
大
字
北
成
田
及
び
大
字
南

成
田
の
区
域

南
相
馬
市
１

原
町
２
か
ら
16ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
南
相
馬
合
同
庁
舎

る
区
域
以
外
の
区
域

２
高

平
原
町
区
の
う
ち
上
高
平
､
下
高
平
､
高
平
小
学
校

上
北
高
平
､
下
北
高
平
､
泉
､
北

泉
及
び
金
沢
の
区
域

３
相
馬
太
田
原
町
区
の
う
ち
上
太
田
､
中
太
田
､
太
田
小
学
校

下
太
田
､
矢
川
原
､
牛
来
､
益
田
､

高
､
鶴
谷
及
び
小
木
迫
の
区
域

４
大

甕
原
町
区
の
う
ち
大
甕
､
北
原
､
雫
､
大
甕
小
学
校

米
々
沢
､
小
沢
､
小
浜
､
堤
谷
､
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江
井
及
び
下
江
井
の
区
域

５
石

神
原
町
区
の
う
ち
石
神
､
高
倉
､
牛
石
神
第
二
小
学
校

越
､
大
木
戸
及
び
押
釜
の
区
域

６
北
長
野
原
町
区
の
う
ち
北
長
野
､
長
野
､
石
神
第
一
小
学
校

北
新
田
､
深
野
､
信
田
沢
､
大
原

及
び
大
谷
の
区
域

７
馬

場
原
町
区
の
う
ち
馬
場
及
び
片
倉
の
横
川
ダ
ム

区
域

８
萱

浜
原
町
区
の
う
ち
萱
浜
､
上
渋
佐
及
浜
高
等
技
術
専
門
校

び
下
渋
佐
の
区
域

９
鹿

島
鹿
島
区
の
う
ち
鹿
島
､
あ
さ
ひ
､
鹿
島
小
学
校

西
町
､
北
右
田
､
南
右
田
及
び
南

海
老
の
区
域

10
八

沢
鹿
島
区
の
う
ち
北
屋
形
､
南
屋
形
､
八
沢
小
学
校

北
海
老
､
永
渡
､
南
柚
木
及
び
永

田
の
区
域

11
真

野
鹿
島
区
の
う
ち
寺
内
､
江
垂
､
小
真
野
小
学
校

島
田
､
塩
崎
､
川
子
､
烏
崎
及
び

大
内
の
区
域

12
上
真
野
鹿
島
区
の
う
ち
浮
田
､
角
川
原
､
上
真
野
小
学
校

山
下
､
御
山
､
横
手
､
岡
和
田
､

小
山
田
､
牛
河
内
､
小
池
､
橲
原
､

栃
窪
及
び
上
栃
窪
の
区
域

13
小

高
小
高
区
の
う
ち
大
井
､
大
町
､
岡
小
高
区
役
所

田
､
小
高
､
片
草
､
上
町
､
関
場
､

田
町
､
塚
原
､
仲
町
､
西
町
､
東

町
､
藤
木
､
南
小
高
､
南
町
､
本

町
及
び
吉
名
の
区
域

14
金

房
小
高
区
の
う
ち
飯
崎
､
小
屋
木
､
金
房
小
学
校

上
根
沢
､
金
谷
､
大
田
和
及
び
川

房
の
区
域

15
鳩

原
小
高
区
の
う
ち
北
鳩
原
､
南
鳩
原
､
鳩
原
小
学
校

小
谷
､
羽
倉
及
び
大
富
の
区
域

16
福

浦
小
高
区
の
う
ち
女
場
､
角
部
内
､
福
浦
小
学
校

蛯
沢
､
浦
尻
､
下
浦
､
行
津
､
上

浦
､
神
山
､
耳
谷
､
泉
沢
､
水
谷
､

福
岡
､
村
上
及
び
井
田
川
の
区
域

伊
達
市
１
伊

達
２
か
ら
18ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
伊
達
小
学
校

る
区
域
以
外
の
区
域

２
東
伊
達
伏
黒
及
び
箱
崎
の
区
域

伊
達
東
小
学
校

３
梁

川
梁
川
町
､
梁
川
町
青
葉
町
､
梁
川
梁
川
高
等
学
校

町
粟
野
､
梁
川
町
希
望
ヶ
丘
､
梁

川
町
幸
町
､
梁
川
町
桜
町
､
梁
川

町
二
野
袋
､
梁
川
町
広
瀬
町
､
梁

川
町
向
川
原
､
梁
川
町
や
な
が
わ

工
業
団
地
及
び
梁
川
町
柳
田
の
区

域

４
五
十
沢
梁
川
町
五
十
沢
の
区
域

五
十
沢
小
学
校

５
富

野
梁
川
町
舟
生
及
び
梁
川
町
八
幡
の
富
野
小
学
校

区
域

６
山
舟
生
梁
川
町
山
舟
生
の
区
域

山
舟
生
小
学
校

７
白

根
梁
川
町
白
根
の
区
域

白
根
小
学
校

８
堰

本
梁
川
町
大
関
､
梁
川
町
細
谷
､
梁
堰
本
小
学
校

川
町
新
田
及
び
梁
川
町
陽
光
台
の

区
域

９
保

原
保
原
町
､
保
原
町
大
泉
､
保
原
町
伊
達
合
同
庁
舎

大
立
目
､
保
原
町
金
原
田
､
保
原
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町
中
瀬
､
保
原
町
二
井
田
及
び
保

原
町
み
ず
ほ
の
区
域
(11の

地
域

に
含
ま
れ
る
区
域
を
除
く
｡
)

10
上
保
原
保
原
町
上
保
原
及
び
保
原
町
大
柳
上
保
原
小
学
校

の
区
域

11
柱

沢
保
原
町
柱
田
､
保
原
町
所
沢
､
保
柱
沢
小
学
校

原
町
字
村
岡
及
び
保
原
町
字
八
幡

台
の
区
域

12
富

成
保
原
町
富
沢
及
び
保
原
町
高
成
田
富
成
小
学
校

の
区
域

13
掛

田
霊
山
町
掛
田
､
霊
山
町
山
野
川
､
掛
田
小
学
校

霊
山
町
山
戸
田
及
び
霊
山
町
中
川

の
区
域

14
石

田
霊
山
町
石
田
の
区
域

石
田
小
学
校

15
霊

山
霊
山
町
大
石
及
び
霊
山
町
泉
原
の
大
石
小
学
校

区
域

16
小

国
霊
山
町
上
小
国
及
び
霊
山
町
下
小
小
国
小
学
校

国
の
区
域

17
月

舘
月
舘
町
月
舘
､
月
舘
町
布
川
及
び
月
舘
小
学
校

月
舘
町
御
代
田
の
区
域

18
小

手
月
舘
町
糠
田
､
月
舘
町
上
手
渡
及
小
手
小
学
校

び
月
舘
町
下
手
渡
の
区
域

伊
達
市
１
大

枝
伊
達
市
梁
川
町
東
大
枝
の
区
域
並
大
枝
小
学
校

国
見
町

び
に
国
見
町
大
字
西
大
枝
及
び
大

字
川
内
の
区
域

本
宮
市
１
本

宮
２
か
ら
５
ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
本
宮
警
察
署

る
区
域
以
外
の
区
域

２
西
本
宮
荒
井
､
青
田
､
岩
根
及
び
関
下
の
本
宮
第
二
中
学
校

区
域

３
安
達
白
岩

白
岩
､
長
屋
､
稲
沢
及
び
松
沢
の
白
岩
小
学
校

区
域

４
和

田
和
田
の
区
域

和
田
小
学
校

５
糠

沢
糠
沢
の
区
域

糠
沢
小
学
校

別
表
第
一
伊
達
町
の
部
、
国
見
町
梁
川
町
の
部
か
ら
月
舘
町
の
部
ま
で
、
飯
野
町
の
部
、
安
達
町
の

部
、
本
宮
町
の
部
か
ら
長
沼
町
の
部
ま
で
、
岩
瀬
村
の
部
、
田
島
町
の
部
、
舘
岩
村
の
部
、
伊
南
村
の

部
及
び
南
郷
村
の
部
を
削
り
、
只
見
町
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

南
会
津
町
１
田

島
田
島
の
区
域
の
う
ち
２
の
地
域
に
南
会
津
合
同
庁
舎

含
ま
れ
る
区
域
以
外
の
区
域
並
び

に
丹
藤
､
永
田
､
水
無
及
び
栗
生

沢
の
区
域

２
田

部
田
部
及
び
長
野
の
区
域
並
び
に
田
田
島
高
等
学
校

島
の
区
域
の
う
ち
字
田
部
原
の
区

域

３
福
米
沢
福
米
沢
､
金
井
沢
､
塩
江
､
高
野
檜
沢
小
学
校

及
び
静
川
の
区
域

４
針

生
針
生
の
区
域

針
生
小
学
校

５
荒

海
中
荒
井
､
藤
生
､
関
本
､
川
島
及
荒
海
小
学
校

び
糸
沢
の
区
域

６
滝
ノ
原
滝
原
の
区
域

会
津
高
原
駅
前
(バ

ス
停
)

７
舘

岩
塩
ノ
原
､
た
の
せ
､
前
沢
､
福
渡
､
舘
岩
小
学
校

中
ノ
井
､
穴
原
､
戸
中
､
水
石
､

松
戸
原
､
押
戸
､
吉
高
､
貝
原
､

角
生
､
湯
ノ
花
､
水
引
､
新
田
原
､

滝
ノ
山
及
び
八
木
ノ
沢
の
区
域
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８
木

賊
宮
里
､
助
木
生
､
小
高
林
及
び
上
上
木
賊
(バ
ス
停
)

ノ
原
の
区
域

９
森

戸
八
総
､
森
戸
､
熨
斗
戸
､
番
屋
､
旧
上
郷
小
学
校

岩
下
､
岩
下
数
間
沢
､
精
舎
､
井

桁
､
伊
与
戸
､
大
久
保
及
び
高
杖

原
の
区
域

10
伊

南
古
町
､
白
沢
､
多
々
石
､
青
柳
､
伊
南
小
学
校

小
塩
､
宮
沢
､
浜
野
､
内
川
及
び

耻
風
の
区
域

11
伊
南
大
川

大
原
､
小
立
岩
及
び
大
桃
の
区
域
大
桃
(バ
ス
停
)

12
大

宮
山
口
､
木
伏
､
水
根
沢
､
大
新
田
､
山
口
土
木
事
務
所

大
橋
､
鴇
巣
､
宮
床
及
び
東
の
区

域

13
南
郷
富
田

下
山
､
富
山
､
片
貝
､
界
､
和
泉
南
会
津
高
等
学
校

田
及
び
小
野
島
の
区
域

別
表
第
一
北
会
津
村
の
部
、
熱
塩
加
納
村
の
部
、
塩
川
町
の
部
、
山
都
町
の
部
及
び
高
郷
村
の
部
を

削
り
、
猪
苗
代
町
の
部
７
の
項
中｢土

湯
道
路
管
理
所
｣

を｢福
島
県
道
路
公
社
磐
梯
吾
妻
総
合
事
務

所
｣

に
改
め
、
同
部
10
の
項
中｢翁

島
荘
｣

を｢旧
翁
島
荘
｣

に
改
め
、
柳
津
町
の
部
４
の
項
中｢西

山
小
学
校
琵
琶
首
分
校
｣

を｢旧
西
山
小
学
校
琵
琶
首
分
校
｣

に
改
め
、
河
東
町
の
部
か
ら
新
鶴
村
の

部
ま
で
を
削
り
、
昭
和
村
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

会
津
美
里
町
１
高

田
２
か
ら
12ま
で
の
地
域
に
含
ま
れ
会
津
美
里
警
察
署

る
区
域
以
外
の
区
域

２
赤

沢
雀
林
､
寺
崎
､
赤
留
及
び
八
木
沢
赤
沢
小
学
校

の
区
域

３
永
井
野
永
井
野
､
上
戸
原
､
松
岸
､
萩
窪
､
旧
永
井
野
小
学
校

杉
屋
､
松
沢
及
び
蛇
喰
の
区
域

４
東
尾
岐
東
尾
岐
の
区
域

旧
東
尾
岐
小
学
校

５
旭

旭
杉
原
､
旭
舘
端
､
旭
三
寄
､
旭
旧
旭
小
学
校

無
量
､
旭
寺
入
及
び
旭
市
川
の
区

域

６
藤

川
勝
原
､
藤
家
舘
､
下
堀
､
橋
丸
及
旧
藤
川
小
学
校

び
冨
川
の
区
域

７
尾

岐
吉
田
､
尾
岐
窪
及
び
西
本
の
区
域
旧
尾
岐
小
学
校

８
宮

川
西
尾
､
大
室
､
松
坂
及
び
宮
川
の
宮
川
ダ
ム

区
域

９
本

郷
荒
井
､
荒
井
前
､
家
西
､
家
東
甲
､
本
郷
第
一
小
学
校

石
切
畑
､
駅
前
､
延
命
寺
前
､
大

八
郷
､
大
道
上
､
思
堀
向
､
上
村

北
､
上
村
西
道
上
､
上
村
西
道
下
､

上
村
東
､
上
村
南
､
川
原
町
北
､

川
原
町
甲
､
北
浦
､
北
川
原
､
車

川
原
､
黒
川
内
､
黒
沢
､
御
用
地

跡
､
権
現
堂
､
下
川
原
､
新
町
､

新
用
地
､
杉
､
堰
下
､
瀬
戸
町
､

瀬
戸
屋
前
甲
､
宗
頤
町
､
本
郷
高

田
町
､
館
ノ
廻
､
寺
ノ
前
､
仲
塚
､

中
道
下
､
東
谷
地
旱
泥
､
船
場
､

本
郷
､
本
郷
入
口
道
上
､
本
郷
上

甲
､
本
郷
甲
､
本
郷
前
川
原
､
松

原
際
､
真
々
川
､
本
郷
道
上
､
本

郷
道
西
甲
､
三
日
町
､
向
川
原
甲
､

村
上
､
本
郷
村
西
､
本
屋
敷
､
梁

場
上
､
山
道
下
､
山
南
及
び
横
堀

下
の
区
域

10
玉

路
福
重
岡
､
大
石
､
氷
玉
及
び
穂
馬
本
郷
第
二
小
学
校

の
区
域

11
新

鶴
新
屋
敷
､
和
田
目
､
小
沢
､
立
石
会
津
美
里
町
役
場
新

田
､
米
田
､
鶴
野
辺
及
び
境
野
の
鶴
庁
舎

区
域
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12
仏

沢
佐
賀
瀬
川
､
沼
田
及
び
上
平
の
区
二
岐
ダ
ム

域
別
表
第
一
表
郷
村
の
部
、
東
村
の
部
、
大
信
村
の
部
、
三
春
町
船
引
町
の
部
、
滝
根
町
の
部
か
ら
船

引
町
の
部
ま
で
、
鹿
島
町
の
部
及
び
小
高
町
の
部
並
び
に
備
考
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
郡
山
市
の
部
３
の
項
の
改
正
規
定
、

猪
苗
代
町
の
部
10
の
項
の
改
正
規
定
及
び
柳
津
町
の
部
４
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
規
則
第
三
十
二
号

福
島
県
民
の
日
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
民
の
日
条
例
施
行
規
則(

平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
七
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

本
則
の
表
天
鏡
閣
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

福
島
県
規
則
第
三
十
三
号

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則(

昭
和
六
十
一
年
福
島
県
規
則
第
五
十
六
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
を
削
る
。

第
五
条
第
三
項
の
表
条
例
第
六
条
第
三
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
第
三
号
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣
に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
欄
第
二
号
中｢

二
分
の
三
以
内｣

の
下
に｢

(

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ

つ
て
は
、
二
分
の
三
以
内
、
か
つ
、
地
上
か
ら
当
該
電
光
表
示
広
告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
の
上
端
ま

で
の
高
さ(

二
以
上
の
電
光
表
示
装
置
を
有
す
る
場
合
は
、
地
上
か
ら
当
該
電
光
表
示
装
置
の
上
端
ま

で
の
高
さ
の
う
ち
最
大
の
高
さ
と
す
る
。
以
下
同
じ
。)

が
当
該
建
物
の
高
さ
を
超
え
な
い
も
の)

｣

を
加
え
、
同
号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
一
号
中｢

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(｣

を｢

第
一
種
特

別
規
制
区
域
等
に
お
い
て
は
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、｣

に
、｢

、
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル｣

を｢

一
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

電
光
表
示
装
置
を
有
す
る
広
告
物
等(

以
下｢

電
光
表
示
広
告
物
等｣

と
い
う
。)

に
あ
つ
て
は
、
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積
が
七
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二

号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

電
気
的
に
発
光
す
る
こ
と
に
よ
り
常
時
表
示
の
内
容
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
装
置(

以

下｢

電
光
表
示
装
置｣

と
い
う
。)

を
有
し
な
い
こ
と(

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
限
る
。)

。

第
五
条
第
三
項
の
表
条
例
第
六
条
第
三
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

五

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ
つ
て
は
、
道
路
上
に
突
き
出
さ
な
い
こ
と
。

第
五
条
第
三
項
の
表
条
例
第
六
条
第
三
項
第
二
号(

管
理
用)

の
項
基
準
の
欄
第
三
号
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
欄
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ
と
。

第
五
条
第
三
項
の
表
条
例
第
六
条
第
三
項
第
三
号

(

公
共
的
目
的
用)

の
項
基
準
の
欄
第
二
号
中

｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に

改
め
る
。

第
五
条
第
四
項
の
表
条
例
第
六
条
第
四
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
第
一
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ
と(

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
限
る
。)

。

第
五
条
第
四
項
の
表
条
例
第
六
条
第
四
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
第
三
号
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
欄
第
二
号
中｢

二
分
の
三
以
内｣

の
下
に｢

(

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ

つ
て
は
、
二
分
の
三
以
内
、
か
つ
、
地
上
か
ら
当
該
電
光
表
示
広
告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
の
上
端
ま

で
の
高
さ
が
当
該
建
物
の
高
さ
を
超
え
な
い
も
の｣

を
加
え
、
同
号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

自
己
の
住
所
等
の
一
に
表
示
し
、
又
は
設
置
す
る
広
告
物
等(

条
例
第
六
条
第
三
項
第
一
号
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

の
表
示
面
積
の
合
計
が
第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
五
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、
第
二
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
三
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下(

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ
つ
て
は
、
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積
の
合
計
が

一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

で
あ
る
こ
と
。

第
五
条
第
四
項
の
表
条
例
第
六
条
第
四
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。五

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ
つ
て
は
、
道
路
上
に
突
き
出
さ
な
い
こ
と
。

第
五
条
第
四
項
の
表
条
例
第
六
条
第
四
項
第
二
号

(

公
共
的
目
的
用)

の
項
基
準
の
欄
第
二
号
中

｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に

改
め
る
。

第
五
条
第
五
項
第
三
号
ウ
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、

｢

、
十
二)

｣

を｢

十
二｣

に
改
め
、
同
号
ウ
を
同
号
エ
と
し
、
同
号
イ
中｢

六
メ
ー
ト
ル
以
下(｣

を｢
第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
六
メ
ー
ト
ル
以
下
、｣

に
、｢

、
十
三
メ
ー
ト
ル
以
下)

｣
を｢
十
三
メ
ー
ト
ル
以
下｣

に
改
め
、
同
号
イ
を
同
号
ウ
と
し
、
同
号
ア
中｢

十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下(｣
を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、｣

に
、｢

、
三
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下)

｣

を｢

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下｣

に
、｢

二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(｣

を｢

第

一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、｣

に
、｢

、
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

｣

を｢

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下｣

に
改
め
、
同
号
ア
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
イ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。ア

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ
と
。
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第
五
条
第
六
項
の
表
条
例
第
六
条
第
五
項
第
一
号(

自
己
用)

の
項
基
準
の
欄
第
二
号
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
一
号
を
同
欄
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ
と
。

第
五
条
第
六
項
の
表
条
例
第
六
条
第
五
項
第
二
号(

管
理
用)

の
項
基
準
の
欄
第
三
号
中｢

八(｣

を｢

第
一
種
特
別
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
八
を
、｣

に
、｢

、
一
二)

｣

を｢

一
二｣

に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
欄
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ
と
。

｢

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な

｢

一

道
路
か
ら
の
入
口
か
ら
五

い
こ
と
。

〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に

二

道
路
か
ら
の
入
口
か
ら
五

二
個
以
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
表

〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に

示
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ

二
個
以
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
表

ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

示
面
積
の
合
計
が
四
平
方
メ

道
路
か
ら
の
入
口
か
ら
一
五

ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

別
表
第
三
中

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
二
五
〇
メ

を

道
路
か
ら
の
入
口
か
ら
一
五

ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
二
個

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
二
五
〇
メ

以
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
表
示
面

ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
二
個

積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト

以
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
表
示
面

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

積
の
合
計
が
四
平
方
メ
ー
ト

二

広
告
物
等
相
互
間
の
距
離

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

三

広
告
物
等
相
互
間
の
距
離

こ
と
。

｣

が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

｣

に
改
め
る
。

別
表
第
四
固
定
広
告
物
等
の
項
中｢

三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と｣

を｢
三
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下(

第
一
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
け
る
電
光
表
示
広
告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
に
あ
つ
て
は
、

｢

六

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

で
あ
る
こ
と｣

に
、

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

し
な
い
こ
と
。

｣
｢

六

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

し
な
い
こ
と
。

を

七

自
己
用
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
あ

に
改
め
、｢

合
計
が
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下｣

る
こ
と(

第
一
種
普
通
規
制
地
域
等
に

お
い
て
電
光
表
示
広
告
物
等
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る)

。

｣

の
下
に｢

(

電
光
表
示
広
告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
に
あ
つ
て
は
、
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

で
、

か
つ
、
当
該
壁
面
の
面
積
の
二
分
の
一
以
下
、
第
二
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
一
の
壁
面
に
お

け
る
電
光
表
示
広
告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積
の
合
計
が
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下｣

を
加

｢

一

表
示
面
積
が
、
第
一
種
普
通
規

域
等
に
お
い
て
は
五
〇
平
方
メ
ー

以
下(

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ

は
、
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

、
第
二

｢

一

第
一
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
い
て

通
規
制
地
域
等
に
お
け
る
電
光
表

は
、
表
示
面
積
が
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

告
物
等
の
電
光
表
示
装
置
に
あ
つ

以
下
で
あ
る
こ
と
。

五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る

二

壁
面
か
ら
の
突
き
出
し
幅
が
二
メ
ー

二

壁
面
か
ら
の
突
き
出
し
幅
が
二

ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
道
路
上
に
は
〇
・

ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
道
路
上
に

五
メ
ー
ト
ル
以
上(

歩
道
が
あ
る
場
合

五
メ
ー
ト
ル
以
上(

歩
道
が
あ
る

え
、

は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上)

突
き
出
さ
な

を

は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上)

突
き
出

い
こ
と
。

い
こ
と(

電
光
表
示
広
告
物
等
に

三

下
端
の
高
さ
が
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以

て
は
、
道
路
上
に
突
き
出
さ
な
い
こ

上(

歩
道
上
で
は
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル

三

地
上
か
ら
電
光
表
示
装
置
の
上

以
上)

で
あ
る
こ
と
。

で
の
高
さ
が
壁
面
の
高
さ
を
超
え

四

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

こ
と(

第
一
種
普
通
規
制
地
域
等

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

け
る
電
光
表
示
広
告
物
等
に
限
る
。

し
な
い
こ
と
。

｣

四

下
端
の
高
さ
が
四
・
五
メ
ー
ト

上(

歩
道
上
で
は
、
二
・
五
メ
ー

以
上)

で
あ
る
こ
と
。

五

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を

し
な
い
こ
と
。

制
地

ト
ル

つ
て

が
二

種
普

｢

一

電
光
表
示
装
置
を
有

示
広

｢

一

高
さ
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下(

第
二

(

第
一
種
普
通
規
制
地

て
は

種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
、
二

二

高
さ
が
第
一
種
普
通

こ
と
。

〇
メ
ー
ト
ル
以
下)

で
、
か
つ
、
地
上

お
い
て
は
一
〇
メ
ー
ト

メ
ー

か
ら
設
置
面
ま
で
の
高
さ
の
二
分
の
一

種
普
通
規
制
地
域
等
に

は
〇
・

以
内(

第
二
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か

場
合

い
て
は
、
三
分
の
二
以
内)

で
あ
る
こ

設
置
面
ま
で
の
高
さ
の

さ
な

に
、

と
。

を

(

第
二
種
普
通
規
制
地

あ
つ

二

広
告
板
の
外
郭
線
が
建
物
の
壁
面
の

て
は
、
三
分
の
二
以
内)
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と
。)

。

上
方
へ
の
延
長
面
か
ら
は
み
出
さ
な
い

三

広
告
板
の
外
郭
線
が

端
ま

こ
と
。

上
方
へ
の
延
長
面
か
ら

な
い

三

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

い
こ
と
。

に
お

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

四

一
面
の
表
示
面
積
の

)

。

し
な
い
こ
と
。

｣

え
て
彩
度
一
二
を
超
え

ル
以

し
な
い
こ
と
。

ト
ル

を
超

使
用

｣

し
な
い
こ
と
。

域
等
に
限
る
。)

。

規
制
地
域
等
に

ル
以
下
、
第
二

お
い
て
は
二
〇

つ
、
地
上
か
ら

二
分
の
一
以
内

域
等
に
お
い

に
、｢

表
示
面
積
が
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下｣

を｢

表
示
面
積
の
合
計
が
一

で
あ
る
こ
と
。

建
物
の
壁
面
の

は
み
出
さ
な

二
分
の
一
を
超

る
色
彩
を
使
用

｣

二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下(

電
光
表
示
広
告
物
等
に
あ
つ
て
は
、
一
面
の
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積

が
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
電
光
表
示
装
置
の
表
示
面
積
が
六
○
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下)

｣
｢

一

電
光
表
示
装
置
を
有
し
な
い
こ

｢

一

高
さ
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下(

第
二

(

第
一
種
普
通
規
制
地
域
等
に
限

種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は
、
二

二

高
さ
が
第
一
種
普
通
規
制
地
域

〇
メ
ー
ト
ル
以
下)

で
、
か
つ
、
地
上

お
い
て
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、

か
ら
設
置
面
ま
で
の
高
さ
の
二
分
の
一

種
普
通
規
制
地
域
等
に
お
い
て
は

以
内(

第
二
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
地
上

い
て
は
、
三
分
の
二
以
内)

で
あ
る
こ

設
置
面
ま
で
の
高
さ
の
二
分
の
一

に
、

と
。

を

(

第
二
種
普
通
規
制
地
域
等
に
お

二

広
告
板
の
外
郭
線
が
建
物
の
壁
面
の

は
、
三
分
の
二
以
内)

で
あ
る
こ

上
方
へ
の
延
長
面
か
ら
は
み
出
さ
な
い

三

広
告
板
の
外
郭
線
が
建
物
の
壁

こ
と
。

上
方
へ
の
延
長
面
か
ら
は
み
出
さ

三

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

こ
と
。

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

四

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一

し
な
い
こ
と
。

｣

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を

し
な
い
こ
と
。

とる
。)

。

等
に

第
二

二
〇

｢

一

電
光
表
示
装
置
を
有

か
ら

｢

一

脚
柱
以
外
の
部
分
の
下
端
の
高
さ
が

二

脚
柱
以
外
の
部
分
の

以
内

四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上(

歩
道
上
で
は
、

四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

い
て

に
、

二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上)

で
あ
る
こ
と
。

を

二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上)

と
。

二

一
面
の
表
示
面
積
の
二
分
の
一
を
超

三

一
面
の
表
示
面
積
の

面
の

え
て
彩
度
一
二
を
超
え
る
色
彩
を
使
用

え
て
彩
度
一
二
を
超
え

な
い

し
な
い
こ
と
。

｣

し
な
い
こ
と
。

を
超

使
用

｣

し
な
い
こ
と
。

下
端
の
高
さ
が

(

歩
道
上
で
は
、

に
改
め
る
。

で
あ
る
こ
と
。

二
分
の
一
を
超

る
色
彩
を
使
用

｣
｢

｢

�
縦
ｍ
×
横
ｍ

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
中

を

う
ち
電
光
表
示
装

縦
ｍ
×
横
ｍ
×
面

縦
ｍ
×
横
ｍ

｣

�

×
面

置
に
改
め
る
。

�

×

面

平成21年３月27日 金曜日 福 島 県 報 号外第22号 10



｣
｢

｢
(

�
)

様
式
第
四
号
中

(
�
)

を
う
ち
電
光
表
示
装
置

に
改
め
る
。

(
�
)

増
・
減

｣
｣

｢
｢

�

�
縦
ｍ
×
横
ｍ
×
面

様
式
第
九
号
の
二
中

を

う
ち
電
光
表
示
装
置

に
、

縦
ｍ
×
横
ｍ
×
面

�

縦
ｍ
×
横
ｍ
×
面

｣
｣

｢
｢

年
月
日

を

年
月
日

に
改
め
る
。

第
号

福
島
県
第

号
｣

｣
｢

｢
(

�
)

｢

様
式
第
九
号
の
四
中

(
�
)

を

う
ち
電
光
表
示
装
置

に
、

(
�
)

増
・
減

｣
｣

｢
年
月
日

を
年
月
日

に
改
め
る
。

第
号

福
島
県
第

号
｣

｣

附
則
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

条
例
附
則
第
八
項
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
規
則
第
三
十
三
号)

に
よ
る
改
正
前
の
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則

(

第
六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て｢

改
正
前
の
規
則｣

と
い
う
。)

別
表
第
四
に
規
定
す
る
基
準
に

適
合
す
る
電
光
表
示
広
告
物
等
で
あ
つ
て
、
簡
易
広
告
物
以
外
の
も
の
と
す
る
。

５

条
例
附
則
第
八
項
及
び
第
十
項
の
規
則
で
定
め
る
変
更
は
、
電
光
表
示
広
告
物
等
に
係
る
変
更
で

あ
つ
て
、
電
光
表
示
装
置
以
外
の
部
分
の
変
更
と
す
る
。

６

条
例
附
則
第
九
項
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
改
正
前
の
規
則
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準

に
適
合
す
る
電
光
表
示
広
告
物
等
で
あ
つ
て
、
簡
易
広
告
物
以
外
の
も
の
と
す
る
。

７

条
例
附
則
第
十
項
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
改
正
前
の
規
則
第
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項

第
三
号
又
は
別
表
第
三
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
電
光
表
示
広
告
物
等
で
あ
つ
て
、
簡
易
広
告

物
以
外
の
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

都
市
計
画
課)

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則(

昭
和
四
十
七
年
福
島
県
規
則
第
七
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中｢

ろ�
項｣

の
下
に｢

並
び
に
同
条
第
四
項
の
表
一
の
四�｣

を
加
え
、
同
項

第
三
号
中｢

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
一
の
と�
項
に
掲
げ
る
図
書｣

を｢

第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
二

に
掲
げ
る
図
書
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
に
係
る
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
、
建
築
設
備
又
は
用
途
に

関
す
る
事
項
を
明
示
し
た
も
の｣

に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
第
一
号
及
び
第
六
条
の
四
第
一
号
中｢

は�
項｣

の
下
に｢

並
び
に
同
条
第
四
項
の
表
一

の
四�｣

を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中｢

ろ�
項｣

の
下
に｢

並
び
に
同
条
第
四
項
の
表
一
の
四�｣

を
加
え

る
。第

十
一
条
の
四
第
一
号
中｢

は�
項｣

の
下
に｢

並
び
に
同
条
第
四
項
の
表
一
の
四�｣

を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中｢

変
更
又
は｣

を
削
り
、
同
条
中｢

の
規
定
に
よ
る
道
路
の
位
置
を
変
更
し
、

又
は
当
該｣

を｢

に
規
定
す
る｣

に
、｢

道
路
変
更
・
廃
止
申
請
書｣

を｢

道
路
廃
止
申
請
書｣

に
改

め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中｢

第
四
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
十
五
号｣

を｢

第
四
十
七
条
の
十
三
第
一
項

第
十
六
号｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

第
四
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
十
一
号｣

を｢

第
四
十
七
条

の
十
三
第
二
項
第
十
五
号｣

に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
正�(

裏)

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(裏
)

手
数
料
欄

第
九
号
様
式
副�
中｢変

更
し
､
又
は
｣

を
削
る
。

第
十
号
様
式
中｢道

路
変
更
・
廃
止
申
請
書
｣

を｢道
路
廃
止
申
請
書
｣

に
、｢変

更
・
廃
止
し
た

い
｣

を｢廃
止
し
た
い
｣

に
、｢変

更
・
廃
止
予
定
年
月
日
｣

を｢廃
止
予
定
年
月
日
｣

に
、｢変

更
・

廃
止
す
る
｣

を｢廃
止
す
る
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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訓

令

(

建
築
指
導
課)

福
島
県
訓
令
第
十
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
職
の
格
付
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

職
員
の
職
の
格
付
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
職
の
格
付
に
関
す
る
規
程(
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
訓
令
第
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
の
行
政
職
給
料
表
格
付
表
中｢

直
轄

理
事
知
事
公
室
長
｣

を｢
直安

轄
理

事
知
事
公
室
長

に
、｢企

業
誘
致
担
当
参
事
｣

を｢企
業
誘
致
担
当
課

全
管
理
監
総
合
安
全
管
理
室
長
｣

｢
保
健
福
祉
事
務
所
課

長
｢

保
健

保
健
福
祉
事
務
所
支

長
所
長

保
健
所
副
所
長

長
｣

に
、

保
健
所
副
所
長

を

県
北
､
県
中
､
県
南
､
南
会

県
北
､
県
中
､
県
南
､
南
会
津
保
健
所
部
長

会
津
､
相
双
保
健
所

会
津
､
相
双
保
健
所

部
長

部
長

保
保
健
所
課
長

保
健
所
支
所
長
｣

福
祉
事
務
所
課

｢
喜
多
方
し
の
の
め
荘
喜
多
方
し
の
の
め
荘

津
保
健
所
部
長

に
、

園
長

次
長

を｢
若
松
乳

若
松
乳
児
院
長
若
松
乳
児
院
次
長
｣

健
所
課
長
｣

｢
郡
山
高
等
技
術
専
門
部
次

校
長

の
高
長

児
院
長

若
松
乳
児
院
次
長
｣

に
、

ハ
イ
所
長

｢
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
高

郡
山
校
長

長
相
当
職
以
外
高
等
技
術
専
門
校
副

等
技
術
専
門
校
校
長

高
等
技
術
専
門
校
課

を

長
テ
ク
プ
ラ
ザ
副

｣

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
所

ハ
長

所
等
技
術
専
門
校
長
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

副
校
長

高
等
技
術
専
門
校
副

校
長
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

課
長
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

職
業
能
力
開
発
短
期

に
、｢

専
門
工
事
検
査
員
主
任
工
事
検
査
員

大
学
学
科
長

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

職
業
能
力
開
発
校
学

科
長
高
等
技
術
専
門
校
課

長
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
副

長
｣

｣

を｢
専
門
工
事
検
査
員
主
任
工
事
検
査
員

に
改
め
、
同
表
医
療
職
給
料
表
�
格
付

専
門
技
術
管
理
員

｣
｢

精
神
保
健
福
祉
セ
ン

表
中

タ
ー
所
長

を｢
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

会
津
若
松
看
護
専
門

タ
ー
所
長
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日

児 育

業 休

日

発 啓 己 自

業 休 等

日

児 育

業 休

日

児 育

業 休

日

発 啓 己 自

業 休 等

日

児 育

業 休

学
院
長

｣
｢

保
健
福
祉
事

長保
健
福
祉
事

に
改
め
、
同
表
医
療
職
給
料
表
�
格
付
表
中

所
長

｣
県
北
､
県
中
､
県
南
､
南
会
津
保
健

会
津
､
相
双
保
健
所

部
長

保
健
所

保
健
所
支

務
所
課

｢
保
健
福
祉
事
務
所
副

部
長

務
所
支

保
健
福
祉
事
務
所
課

長
所
部
長

を

県
北
､
県
中
､
県
南
､
南
会
津
保
健
所
部
長

に
改
め
、
同
表
医
療
職
給
料
表

会
津
､
相
双
保
健
所

部
長

課
長

保
健
所
副
部
長

所
長
｣

保
健
所
課
長
｣

｢
保
健
福
祉
事
務
所
課

長
｢

保
保
健
福
祉
事
務
所
支

長
所
長

県
北
､
県
中
､
県
南
､
南

県
北
､
県
中
､
県
南
､
南
会
津
保
健
所
部
長

を

会
津
､
相
双
保
健
所

�
格
付
表
中

会
津
､
相
双
保
健
所

部
長

部
長

保
保
健
所
副
部
長

保
保
健
所
課
長

保
健
所
支
所
長

｣
健
福
祉
事
務
所
課

会
津
保
健
所
部
長

に
、｢

会
津
若
松
看
護
専
門

を｢
会
津
若
松

学
院
副
学
院
長

｣
学
院
長

健
所
副
部
長

健
所
課
長
｣

看
護
専
門
会
津
若
松
看
護
専
門

に
改
め
る
。

学
院
副
学
院
長

｣

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
十
一
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
職
員
服
務
規
程(

昭
和
五
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中｢

総
合
安
全
管
理
担
当
理
事｣

を｢

安
全
管
理
監｣

に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
第
十
六
号
中｢

証
人
等｣

を｢

裁
判
員
等｣

に
改
め
る
。

第
二
号
様
式(

表
面)

中｢育
児
休
業

育
｣

を｢育
児
休
業

自
己
啓
発
等
休
業

啓
｢

｢
｢

育

に
、

を

に
改
め
、
同
様
式(

裏
面)

中

を

休
｣

｣
｣

｣
｢
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日

児 育

業 休

日

発 啓 己 自

業 休 等

に
改
め
る
。

｣｢
｢
従

事
週

職
務
内
容

月
時
間

時
間
年

第
十
六
号
様
式
中

と
責
任
の

を

に
改
め
る
。

職
務
内
容

程
度

と
責
任
の

程
度

｣
｣

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
の
改
正
規
定
は
、

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
十
六
号
様
式

に
よ
る
他
の
団
体
の
事
務
へ
の
従
事
願
は
、
改
正
後
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
十
六
号
様
式
に
よ

る
他
の
団
体
の
事
務
へ
の
従
事
願
と
み
な
す
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
二
号
様
式
及

び
第
十
六
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
十
二
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

訓
令

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程(

平
成
十
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
四

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
中｢

(

支
所
を
含
む
。)

｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

福
島
県
訓
令
第
十
三
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
五
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
動
物
管
理
員
及
び
農
場
管
理
員
の
項
中｢

作
業
服(

冬)

一

二
年

｢

作
業
服(

冬)

一

二
年

整
備
服

一

一
年

安
全
ぐ
つ

一

二
年

｣

を

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー(

沼

に
改
め
、
同
表

尻
分
場
及
び
会
津
地
域
研

防
寒
服

一

三
年

究
所
に
限
る
。)

又
は
内

水
面
水
産
試
験
場
に
勤
務

す
る
職
員
に
限
る
。

｣
｢

作
業
帽

｢

作
業
帽

一

二
年

技
能
員
の
項
中

作
業
服

(

夏)

一

二
年

を

作
業
服

作
業
服

(

冬)

一

二
年

｣

作
業
服

一

二
年

ダ
ム
の
流
木
の
除
去
作
業

に
改
め
、
同
表
道
路
補
修
員
の
項
中｢

作
業
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(

夏)

一

二
年

に
従
事
す
る
職
員
に
あ
つ

作
業

(
冬)

一

二
年

て
は
作
業
服
下
衣
の
使
用

期
間
を
一
年
と
す
る
。

｣
｢

作
業
服(

夏)

一

一
年

服(

夏)
一

一
年

服(

冬)
一

二
年

｣

を

作
業

作
業
服(

冬)

一

二
年

は
、

と
す

服
下
衣
に
つ
い
て

に
改
め
、
同
表
公
害
監
視
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

使
用
期
間
を
一
年

る
。

｣

る
。

作
業
帽

一

三
年

作
業
服(
夏)

一

三
年

作
業
服(

冬)
一

三
年

公
害
監
視
の
業
務
に
従
事
す
る
職

白
衣

一

二
年

環
境
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す

員

る
職
員
に
限
る
。

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

三
年

防
寒
服

一

四
年

安
全
ぐ
つ

一

四
年

｢

二
年

｢

三
年

二
年

三
年

別
表
第
一
環
境
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
中

二
年

を

三
年

に
改
め
、
同

三
年

三
年

四
年

四
年

三
年

｣

四
年

｣

表
農
林
事
務
所(

企
画
部
地
域
農
林
企
画
課
及
び
農
業
振
興
普
及
部
に
限
る
。)

に
勤
務
す
る
職
員
の

項
中｢

地
域
農
林
企
画
課｣

を
削
り
、｢

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

二
年

｢

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

二
年

｣

を

会
津
農
林
事
務
所
又
は
南

に
改
め
、
同
表
家
畜
保
健

防
寒
服

一

三
年

会
津
農
林
事
務
所
に
勤
務

防
寒
ぐ
つ

一

三
年

す
る
職
員
に
限
る
。

｣

衛
生
所
に
勤
務
す
る
技
術
職
員
の
項
中｢

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

二
年

｢

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

二
年

｣

を

に
改
め
、
同
表
試
験
所
研

防
寒
服

一

三
年

会
津
家
畜
保
健
衛
生
所
に

勤
務
す
る
職
員
に
限
る
。

｣

究
職
員
の
項
中｢

水
産
試
験
場｣

の
下
に｢

又
は
内
水
面
水
産
試
験
場｣

を
加
え
、
同
表
農
業
総
合
セ

ン
タ
ー(

安
全
農
業
推
進
部
を
除
く
。)

又
は
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
技
術
職
員(

肥
飼
料

検
査
員
を
除
く
。)

の
項
中

｢

防
除
衣

一

三
年

農
薬
の
散
布
の
作
業
に
従

を

事
す
る
職
員
に
限
る
。

｣
｢

防
除
衣

一

三
年

農
薬
の
散
布
の
作
業
に
従

事
す
る
職
員
に
限
る
。

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー(

沼

に
改
め
、
同
表
い
わ
き
丸
又
は
て

防
寒
服

一

三
年

尻
分
場
及
び
会
津
地
域
研

究
所
に
限
る
。)

に
勤
務

す
る
職
員
に
限
る
。

｣

る
し
ま
の
幹
部
船
員
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

作
業
帽

一

二
年

作
業
服(

夏)

一

二
年

作
業
服(

冬)

一

二
年

農
林
事
務
所(

農
村
整
備
部
に
限

作
業
ぐ
つ

一

三
年

る
。)

、
用
水
改
良
事
務
所
又
は

ゴ
ム
長
ぐ
つ

一

二
年

ほ
場
整
備
事
務
所
に
勤
務
し
、
用

安
全
ぐ
つ

一

三
年

地
又
は
換
地
の
業
務
に
従
事
す
る

事
務
職
員

冬
期
作
業
用
防

一

三
年

会
津
農
林
事
務
所
及
び
南

寒
服

会
津
農
林
事
務
所
に
勤
務

冬
期
作
業
用
防

一

三
年

す
る
職
員
に
限
る
。

寒
ぐ
つ

別
表
第
一
農
林
事
務
所(

農
村
整
備
部
及
び
森
林
林
業
部
に
限
る
。)

、
用
水
改
良
事
務
所
、
ほ
場

整
備
事
務
所
、
農
業
支
援
総
室(

農
業
担
い
手
課
に
限
る
。)

又
は
農
村
整
備
総
室(

農
村
振
興
課
に

限
る
。)

に
勤
務
す
る
技
術
職
員
の
項
中｢

技
術
職
員
を｣

を｢

職
員
を｣

に
改
め
、
同
表
水
産
試
験

場
に
勤
務
す
る
研
究
職
員
の
項
中｢

水
産
試
験
場｣

の
下
に｢

又
は
内
水
面
水
産
試
験
場｣

を
加
え
、

｢

防
寒
服

一

二
年

｣

を｢

雨
衣

一

二
年

に
改
め
、
同
表
水
産

｣

防
寒
服

一

二
年

｣

種
苗
研
究
所
又
は
内
水
面
水
産
試
験
場
に
勤
務
す
る
技
術
職
員
の
項
中｢

又
は
内
水
面
水
産
試
験
場｣

を
削
る
。

｢

公
有
財
産
調
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工
事
検
査
用

別
表
第
二
総
務
部
文
書
管
財
総
室
の
項
中｢

公
有
財
産
調
査
用

雨

衣｣

を

工
事
検
査
用

工
事
検
査
用

工
事
検
査
用

工
事
検
査
用

査
用

雨

衣

保

護

帽

作

業

帽

に
改
め
、
同
表
企
画
調
整
部
地
域
づ
く
り
総
室
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

作

業

服

防

寒

服

安
全
ぐ
つ｣

る
。

現
地
作
業
用

作

業

帽

現
地
作
業
用

作

業

服

企
画
調
整
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

現
地
作
業
用

雨

衣

現
地
作
業
用

ゴ
ム
長
ぐ
つ

現
地
作
業
用

防

寒

服

｢

工
事
検
査
用

防

寒

服

別
表
第
二
地
方
振
興
局
の
項
中｢

工
事
検
査
用

防

寒

服｣
を

庁
舎
管
理
用

作

業

服

庁
舎
管
理
用

ゴ
ム
長
ぐ
つ｣

に
改
め
、
同
表
喜
多
方
し
の
の
め
荘
、
若
松
乳
児
院
、
郡
山
光
風
学
園
、
大
笹
生
学
園
及
び
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
の
項
中｢

喜
多
方
し
の
の
め
荘
、
若
松
乳
児
院｣

を｢

若
松
乳
児
院｣
に
改
め
、
同
表
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー(

安
全
農
業
推
進
部
を
除
く
。)

及
び
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
中｢
冬
期
作
業
用

防
寒
ぐ
つ｣

を｢

冬
期
作
業
用

防
寒
ぐ
つ

に
改
め
、
同
表
水
産
種
苗
研
究
所
及
び
内
水
面
水
産
試

農
作
業
用

保
護
帽｣

験
場
の
項
中｢

及
び
内
水
面
水
産
試
験
場｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
農
林
事
務
所(
農

村
整
備
部
及
び
森
林
林
業
部
に
限
る
。)

、
用
水
改
良
事
務
所
、
ほ
場
整
備
事
務
所
、
農
業
支
援
総
室

(

農
業
担
い
手
課
に
限
る
。)

又
は
農
村
整
備
総
室(

農
村
振
興
課
に
限
る
。)

に
勤
務
す
る
技
術
職

員
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

職
員
厚
生
課)

福
島
県
訓
令
第
十
四
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

福
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程(

昭
和
五
十
八
年
福
島
県
訓
令
第
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
条
第
二
項
中｢

職
員
厚
生
課｣

を｢

職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室｣

に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
備
考
４
、
第
二
号
様
式
備
考
２
、
第
三
号
様
式
備
考
３
、
第
四
号
様
式
備
考
２
、
第
五

号
様
式
備
考
、
第
六
号
様
式
備
考
２
及
び
第
七
号
様
式
備
考
中｢職

員
厚
生
課
長
｣

を｢職
員
業
務
課

福
利
厚
生
室
長
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

職
員
厚
生
課)
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